
第12回青森県総合教育会議

本県教育の現状と課題を踏まえた

教育施策の方向性について

令和２年１０月２１日

資料
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「選ばれる青森」
食と観光成長プロジェクト

多様なしごと創出プロジェクト

「住みたいあおもり」
若者・女性プロジェクト

未来へつなぐ
「地域のゆりかご」プロジェクト

健康ライフ実現プロジェクト

青森県
教育施策の大綱

教育関連
施策

施策の重点化

基礎的・基本的な知識・技能を確実に
習得させ、思考力・判断力・表現力等を
育むとともに、主体的に学習に取り組む
態度を養うなど確かな学力の向上を図る。
また、グローバルな視野を持ち、情報
活用能力などの新しい時代に求められる
資質・能力を身に付けた子どもたちを育
成する。

青森県
教育振興基本計画

１ 学ぶ意欲の向上と主体的に
探究する人づくり

２ 青森を理解し地域で活躍す
る人づくり

３ 子どもを守り支える安全・
安心な教育環境づくり

－ １ －

令和２年度青森県教育委員会の「施策の柱」

児童生徒のふるさとに対する誇りや愛
着心を醸成するとともに、学校・地域・
県内企業・関係団体とのネットワークの
強化を図るなど子どもたちの将来の県内
定着に向けた取組を推進する。
また、特別支援学校生徒の職業スキル
等を向上させるなど社会的・職業的自立
を促進するとともに、若者・女性の学び
直しによる社会参画を支援する。

スクールカウンセラー・スクールソー
シャルワーカーの配置等いじめや不登校
などに対する相談支援体制や、特別な教
育的ニーズのある児童生徒への支援体制
の充実を図る。
また、学ぶ意思のある子どもたちが必
要な教育の機会を得られるよう、高校生
に対する修学支援等を行う。
さらに、安全・安心な教育環境の整備
や教員が子どもに向き合う時間の確保に
向けた取組を推進するとともに、学校・
家庭・地域の連携を強化し、社会全体で
子どもを育む体制を構築する。

幼少期からの体力向上、肥満防止、運
動不足解消や、年間を通じてスポーツに
親しめる環境づくりを促進するとともに、
国民スポーツ大会の本県開催に向けた競
技力の向上等を図る。
また、郷土の文化財を知り、魅力を発
信できる人財を育成し、かけがえのない
文化財の保存・活用や特別史跡三内丸山
遺跡等の世界文化遺産登録に向けた積極
的な情報発信を行う。

４ スポーツの振興と文化財の
保存・活用



１ 学ぶ意欲の向上と主体的に探究する人づくり

現

状

取
組
の
方
向
性
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〇高校生の英語４技能の能力分析

＜国が求めるCEFR：Ａ２レベル（英検準２級程度）以上の割合＞
※令和元年度県内高等学校1学年希望者約3,600人の調査結果

○新学習指導要領が求める資質・能力を身に付けさ
せること

○新学習指導要領に対応した英語教育の実践と児童
生徒の英語力向上

○ＩＣＴを活用した学習活動の推進

■主体的・対話的で深い学びの実現に
向けた授業改善、児童生徒の情報活
用能力の育成

■教員の英語力・指導力向上による、
児童生徒の英語力向上、小中連携の
促進、及び高校生による海外との相
互交流（台湾等）の推進

■ＩＣＴを活用した学力向上や学習支
援の推進のための教員のＩＣＴ活用
能力・指導力の向上、ＩＣＴ環境の
整備
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〇教員の授業中にＩＣＴを活用して指導する能力（Ｈ３０）

（％）

資料：文部科学省「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」

〇学習に関心・意欲を持つ子どもの割合

総合的な学習の時間において、自分で課題を立てて情報を集め整理
して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる（％）

資料：文部科学省「令和元年度全国学力・学習状況調査」

課

題68.0 
70.5 69.6 

76.0 
70.9 

59.6 
62.4 62.1 

70.1 
66.7 

50%

60%

70%

80%

2014 15 16 17 18 19年度

小学生 中学生

2018年度は
上記質問なし

※「できる」若しくは「ややできる」と回答した教員の割合

－ ２ －



２ 青森を理解し地域で活躍する人づくり

現

状

〇新規高等学校卒業者の県内就職の割合 ○新規高等学校卒業者の県内定着率向上

○地域課題の解決に向けた人財の育成

○地域全体で子どもたちの成長を組織的・断続的に
支える仕組みづくり

○特別支援学校児童生徒の自立と社会参加に向けた
キャリア教育・職業教育等の充実

取
組
の
方
向
性

■県内企業等とのネットワーク活用に
よる職業教育の充実、就職支援員の
活動充実

■全国産業教育フェアの開催を通じた
産業教育の充実

■地域への誇りや愛着の形成による地
域に対する貢献意欲の向上、若者が
交流する仕組みづくり

■地域学校協働本部の普及促進、地域
学校協働活動推進員等のコーディネ
ート力育成

■児童生徒の進路に対する自己選択の
意識向上、特別支援学校技能検定・
発表会等による職業スキルの育成

卒業年
県内

就職希望者
県内
就職者

前年５月時点 当年３月末時点

平成３１年 62.8% 53.3%

令和２年 63.1% 53.1%

令和３年 64.1% －

〇地域学校協働本部の設置率
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資料：青森労働局
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※地域学校協働本部とは、幅
広い地域住民や、団体等の
参画により、地域と学校が連
携・協働して、学びによるまち
づくり、地域人材育成、郷土
学習、放課後等における学
習・体験活動などを通じて地
域全体で未来を担う子どもた
ちの成長を支え、地域を創生
する「地域学校協働活動」を
推進する体制（拠点）。

資料：文部科学省「地域と学校の連携・協働体制の実施・導入状況」
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－ ３ －

※未就労者は就労移行をめざす事業所等に進んでいる。

〇特別支援学校高等部生徒の就職状況



３ 子どもを守り支える安全・安心な教育環境づくり

現

状

〇スクールカウンセラーのべ相談人数（小・中・県立学校）

取
組
の
方
向
性

○学校のいじめ防止対策の充実

○特別支援学校における教育相談対応の充実、発達
障害等の児童生徒に対する校内支援体制の充実等

○少人数学級編制の継続

○教職員の働き方改革の推進

■いじめ防止対策推進法の理解促進、
スクールカウンセラーやスクールソ
ーシャルワーカーの効率的・効果的
な配置・派遣

■教育相談及び特別支援教育の専門性
向上による特別支援学校のセンター
的機能の強化

■新型コロナウイルス感染症対策も踏
まえた少人数学級編制

■外部人材の活用や、統合型校務支援
システムの稼働

〇教諭・講師の月当たり時間外勤務時間

〇特別支援学校及び
特別支援学級の児童生徒数
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資料：教育庁「学校における働き方改革プラン」
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※県教育委員会実施事業分
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資料：学校教育課

〇巡回相談における通常の
学級に対する相談件数
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４ スポーツの振興と文化財の保存・活用

現

状

○小学生の体力向上、肥満防止にかかる取組の推進

○幅広い世代での運動習慣の定着

○国民スポーツ大会の開催等を見据えた競技力の向上

○文化財の活用や保護意識の醸成、地域全体での継承

○「青森県文化財保護大綱」に基づく保存・活用の推進

○三内丸山遺跡の保存・活用

取
組
の
方
向
性

■楽しい体育へ向けた授業改善、運動
実施時間増加のための取組の充実

■親子体操教室や交流会による親世代
や高齢者への運動機会の提供

■強化拠点校・選手の指定など取組の
充実

■地域の文化財を活用した若い世代に
対する学びの機会の充実

■各市町村と連携した文化財の保存・
活用の推進、及び価値・魅力の普及
啓発

■三内丸山遺跡資料のデジタル化や多
言語化など多様な来場者のニーズに
応じたサービスの充実、及び利便性
の向上

〇国・県・市町村指定文化財件数

〇肥満傾向児の割合

資料：教育庁
「令和元年度児童生徒の健康・体力」

資料：教育庁「県民のスポーツに 関する
調査（2018」

スポーツ庁「スポーツの実施状況に
関する調査（2019）」
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●ジュニア選手の発掘、育成、強化

●競技団体が行う強化事業支援

●強化拠点(拠点校)、選手の指定

●ふるさと選手活動支援

●指導者の養成、資質向上

●スポーツ医、科学サポートの推進

●スポーツ科学センターの組織、機能充実

●選手、指導者の雇用環境充実支援

〇成人のスポーツ実施率
（週1回以上）

〇第80回国民スポーツ大会に向けた強化の方向性（主なもの）

青
森
大
会
開
催

資料：文化財保護課

資料：青森県競技力向上基本計画

※国の選定、登録等は除く

－ ５ －


